
初夏の爽やかな風が心地いい季節となり、道行く人の服装も
軽やかになってまいりましたが、いかがお過ごしでしょうか。

各務原工房では、「作業環境を整えよう」を合言葉に日ごろから、
作業施設内で、作業机のレイアウトをかえてみたり、動線を確保し
たりと、快適に仕事ができるように心がけています。今月は事故や
けがを未然に防げるよう「ヒヤリハット」について勉強しました。

ヒヤリハット：事故やけがにまでは至らなかっ
たものの、危険な状況を察知した経験。重大な
事故やけがの予兆となりうる貴重な情報です。
この経験から、事故の原因やリスクを特定し、
対策を講じることで、より安全な環境を作るこ
とができます。

近すぎちかすぎてあぶない 近すぎ不注意に下がると、
あぶない

• 荷物の運搬→荷物で視界が遮ら
れる場合や近すぎると危険。人が
いる状況を常に確認する。

・声掛け不足→誰かの後ろを通
る際には、声をかけないと危険。

棚の荷物を運ぶ時には周りを
確認して、注意してみま
す。 ・・・Hさん

怪我や事故につながらないよ
うに、作業する場所を整理整
頓します。 ・・・Tさん

足元や通路にものを置かないよ
う注意します。・・・Ｙさん

まわりに声をかけてから動
きます。 ・・・Kさん
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